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山
下
英
一
著
グ
リ
フ
イ
ス
と
福
井

〔
福
井
県
郷
土
新
書
5

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
刊
〕

三

上

一

夫

『
皇
国
』
(
叶

Z
富山

r
E
P
肘
目
立
円
。
)

で
著
名
な
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
リ
オ
ッ
ト
・
グ
リ

フ
ィ
ス
(
者
・
目
・

0
2
呂
田
)
が
、
維
新
期
の

越
前
藩
の
お
雇
い
教
師
と
し
て
大
い
に
活
躍
し

た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
県
立
足

羽
高
校
で
教
べ
ん
を
と
る
山
下
英
一
氏
は
、
長

年
に
わ
た
る
グ
リ
フ
イ
ス
を
中
心
と
し
た
諸
研

究
の
成
果
を
一
本
に
ま
と
め
て
、
こ
の
ほ
ど
県

郷
土
誌
懇
談
会
か
ら
刊
行
し
た
。

本
書
の
構
成
は
、
ま
ず
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
生

涯
」
を
川
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
時
代
凶
ニ
ュ
ー

プ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
時
代

ωジ
ャ
パ
ン
時
代
凶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
時
代
に
大
別
し
、
彼
の
生
涯

の
多
彩
な
人
間
像
を
実
証
的
に
し
か
も
興
味
ぶ

か
く
描
き
出
し
て
い
る
。
次
に
「
お
雇
い
科
学

教
師
グ
リ
フ
ィ
ス
」
と
題
し
、
川
春
以
の
越
前

藩
凶
お
雇
い
教
師
招
鴨

ωグ
リ
フ
ィ
ス
授
業
内

容
凶
廃
藩
置
県
と
グ
リ
フ
ィ
ス

ωグ
リ
フ
ィ
ス

の
福
井
生
活
に
区
分
し
て
、
藩
校
明
新
館
で
の

教
育
指
導
(
理
化
学
)
は
じ
め
福
井
で
の
生
活

を
中
心
に
、
当
時
の
時
代
の
大
き
な
変
革
、
特

に
文
明
開
化
や
廃
藩
置
県
を
ど
の
よ
う
に
肌
で

と
ら
、
え
た
か
を
リ
ア
ル
な
筆
致
で
記
述
す
る
。

さ
ら
に
「
福
井
の
英
学
L

で
は
、

ω明
治
政

府
の
お
雇
い
制
度
凶
英
学
の
伝
統
を
つ
く
っ
た

人
間
グ
リ
フ
ィ
ス
の
英
語
教
科
書
に
三
分
し
、
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彼
の
ほ
か
に
福
井
で
の
英
学
発
展
に
重
要
な
役
ま
た
「
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
L

は
、
明
治
四
年

割
を
果
た
し
た
ル
セ

l
、
マ
ゼ
ッ
ト
、
ワ
イ
コ
フ
の
廃
藩
置
県
I
l
-
-
全
国
の
藩
を
廃
し
て
府
県
に

は
じ
め
瓜
生
寅
、
雨
森
信
成
、
今
立
吐
酔
ら
の
様
統
一
し
、
中
央
集
権
的
権
力
成
立
に
一
時
期
を

々
な
具
体
的
動
向
を
つ
ぶ
さ
に
著
わ
し
て
い
る
。
画
す
る
大
変
革
で
も
あ
る
が
!
l
J
前
後
の
福
井

ま
た
「
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
」
と
し
て
、
己
。
に
お
け
る
政
治
・
社
会
・
文
化
面
の
特
筆
す
べ

5
5
r
o『
者
・
目
・

0
2
E臼
」
か
ら
、
彼
の
き
様
々
な
事
情
を
丹
念
に
日
記
文
で
伝
え
る
こ

越
前
入
り
の
明
治
四
年
(
一
八
七
二
三
月
一
と
は
、
史
料
的
に
も
極
め
て
貴
重
で
あ
る
が
、

日
よ
り
離
福
す
る
翌
五
年
一
月
一
一
一
一
日
ま
で
の
山
下
氏
が
的
確
な
訳
文
に
加
え
、
詳
細
な
補
注

目
記
の
訳
文
と
補
注
を
掲
載
す
る
。
そ
の
原
を
付
し
た
こ
と
は
、
地
元
の
維
新
史
研
究
の
う

本
資
料
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ

l
ジ
ャ

1
ジ
え
で
も
大
い
に
役
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
さ

l
州
立
ラ
ト
ガ
!
ス
大
学
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ

l

い
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
藩
庁
の
要
人
は
じ
め

図
書
館
内
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
藩
校
の
諸
教
師
や
生
徒
と
の
公
的
、
私
的
交
渉

に
所
蔵
さ
れ
る
が
、
本
書
に
は
最
後
に
そ
の
原
が
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
、
ま
た
福
井
町
内
外

文
を
収
録
し
、
研
究
者
の
参
考
に
供
し
て
い
る
。
の
四
季
の
景
観
や
民
衆
の
日
常
生
活
、
農
家
の

こ
れ
ら
は
、
山
下
氏
が
か
つ
て
ラ
ト
ガ

l
ス
生
産
活
動
な
ど
、
簡
明
な
記
述
の
な
か
に
、
当

大
学
を
訪
れ
、
現
地
で
グ
リ
フ
ィ
ス
関
係
の
大
時
の
実
情
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
、
は
な
は

量
の
資
料
を
探
索
、
収
集
す
る
と
と
も
に
、
県
だ
興
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。

立
図
書
館
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
所
蔵
要
す
る
に
本
書
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
〈
お
傭
い
教

の
関
係
史
料
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
の
諸
文
献
師
〉
の
目
か
ら
み
た
「
福
井
の
維
新
史
」
を
構
築

・
研
究
書
を
精
力
的
に
調
査
研
究
し
た
成
果
に
し
た
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
し
か
も
日

よ
る
も
の
で
、
そ
の
点
、
著
者
が
英
文
学
専
攻
本
英
学
史
学
会
員
と
し
て
の
研
究
視
角
を
ふ
ま

者
で
あ
り
な
が
ら
歴
史
学
の
本
領
を
も
立
派
に
え
て
い
る
だ
け
に
、
「
福
井
の
英
学
史
」
と
し
て

発

揮

し

た

も

の

と

も

い

え

る

。

の

貴

重

な

内

容

を

包

摂

し

た

も

の

と

い

え

る

。

本
書
の
「
序
文
」
で
同
史
学
会
幹
事
の
池
田
哲
郎

氏
が
三
」
の
快
著
が
、
本
邦
英
学
史
上
の
画
期
的

業
績
と
し
て
¥
ア
メ
リ
カ
の
グ
リ
フ
ィ
ス
研
究

家
、
ボ
ー
チ
ャ
ム
氏
の
そ
れ
に
比
し
、
遜
色
の

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
し
と
絶
賛

す
る
と
お
り
、
県
内
外
の
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
読
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
巻
末
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
家
系
、
主
要

参
考
文
献
、
グ
リ
フ
ィ
ス
関
係
年
表
、
人
名
索

引
を
掲
載
し
、
読
者
の
便
を
は
か
っ
て
い
る
。

(
福
井

P
R
セ
ン
タ
ー
刊
、
新
書
判
、
三
三
一
ペ
ー
ジ

〔
付
英
文
日
記
八
四
べ
!
日
乙
定
価
一

0
0
0
円〕
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